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1. L. Brillouin とブリルアン散乱1　固体の比熱
2. L. Brillouin とブリルアン散乱2　ブリルアン散乱の理論
3. L. Brillouin とブリルアン散乱3　Brillouin 小伝
4. Langevin と潜水艦探知
5. 超音波による光の回折1　Debye–Sears の実験その他
6. 超音波による光の回折2　Lucas–Biquard の実験
7. 超音波による光の回折3　ラマン– ナス理論の誕生
8. ラマン効果の発見
9. ラマン効果の検証

10. シュトレールのDefinitionshelligkeit（鮮鋭度照度比）
11. Zernikeの収差直交展開1　
　　位相差法の発明と収差測定の理論
12. Zernikeの収差直交展開2　C. R. Burch のこと
13. Zernikeの収差直交展開3　収差論への応用

25. プラネタリウム7　国産プラネタリウムの誕生2
26. 測距儀1　Barr & Stroudの台頭
27. 測距儀2　Zeiss社のステレオ測距儀
28. 指揮装置1　ダマレスクとビッカース時計
29. 指揮装置2　方位盤・伝達装置・射撃盤
30. 指揮装置3　対空砲戦指揮装置
31. 指揮装置4　第2次大戦中の日本の対空指揮装置
32. 指揮装置5　US海軍訪日技術調査団報告
33. レーダー1　第2次大戦勃発まで 1
34. レーダー2　第2次大戦勃発まで 2
35. レーダー3　日本のレーダー開発 1
36. レーダー4　日本のレーダー開発 2
37. レーダー5　イギリスとUSAの協力とマイクロ波レーダー
38. レーダー6　ドイツと日本

14. Zernikeの収差直交展開4
　　収差測定と鮮鋭度照度比の計算
15. RayleighからMaréchalへ1 ―収差許容値の変遷―
16. RayleighからMaréchalへ2 ―収差許容値の変遷―
17. MaréchalとHopkins ―機械式と光学式アナログ計算機―
18. プラニメーター
19. プラネタリウム1　アンティキテラの機械
20. プラネタリウム2　ケプラー・ホイヘンスの時代
21. プラネタリウム3　
　　プラネタリウム/オーラリーの完成者Pearson
22. プラネタリウム4　Zeiss社のプラネタリウム
23. プラネタリウム5　
　　第二次大戦後のZeiss社とモリソンのプラネタリウム
24. プラネタリウム6　国産プラネタリウムの誕生1

第9・光の鉛筆（2008年8月－2011年9月連載）728ページ　本体5,500円＋税

1. ストローベル（シュトラウベル）の定理再考1
　　ClausiusとStraubelによる証明
2. ストローベル（シュトラウベル）の定理再考2

　　Toraldo di Franciaの証明と
　　Abbe・Helmholtzの正弦条件
3. ストローベル（シュトラウベル）の定理再考3

　　分光器の明るさ尺度としてのエタンデュ
4. Toraldo di Franciaの超解像1　

　　Schelkunoffのアンテナ理論
5. Toraldo di Franciaの超解像2

　　WoodwardとLawsonの方法
6. Toraldo di Franciaの超解像3

　　Toraldoの方法とその後の展開
7. 回折とエバネセント波
8. 非点光線束の追跡1　現代の公式
9. 非点光線束の追跡2　BarrowとNewton

10. 非点光線束の追跡3　Youngの代数的表現

26. フラウンホーファー回折の数学的表現2
27. ヘリオメーターの回折像とその対称性1
28. ヘリオメーターの回折像とその対称性2
29. 水島三一郎とラマン分光器1
30. 水島三一郎とラマン分光器2
31. 非球面に関する興味ある文献1　
　　KeplerとDescartes
32. 非球面に関する興味ある文献2　
　　Huygensの非球面無（球面）収差単レンズ
33. 非球面に関する興味ある文献3　
　　Herschel（子）・Linnemann・Straubel
34. 非球面に関する興味ある文献4　
　　DescartesからSchwarzschildへ
35. 非球面に関する興味ある文献5
　　Schwarzschildの2枚鏡理論とその後の展開
36. Laurent Cassegrainと
　　カセグレン式反射望遠鏡

11. 非点光線束の追跡4
　　Youngの非点収差発見と眼光学への応用
12. 非点光線束の追跡5　Wollastonの広角めがねレンズ
13. 非点光線束の追跡6　Airyの計算式
14. 非点光線束の追跡7　OstwaltとTscherning
15. 非点光線束の追跡8　プンクタールめがねレンズの登場
16. 非点光線束の追跡9　乱視用レンズの誕生
17. 非点光線束の追跡10　Gleichenの乱視用レンズ近似理論
18. 非点光線束の追跡11　ペツバールの定理1
19. 非点光線束の追跡12　ペツバールの定理2
20. 不遊点（aplanatic point）
21. Listerのアプラナティック焦点と顕微鏡対物レンズの設計
22. Listerと顕微鏡対物レンズの理論分解能
23. フラウンホーファー回折の初出論文1　無収差レンズの回折像
24. フラウンホーファー回折の初出論文2　
　　回折格子の分光作用の発見と製作
25. フラウンホーファー回折の数学的表現1

第10・光の鉛筆（2012年1月－2014年12月連載）702ページ　本体5,500円＋税

1. Newtonの色彩論
2. Newtonの色度図　音楽の調和と色の調和
3. NewtonとYoungの間　

　　18世紀色彩論の担い手たち
4. 色覚異常と生理学的3原色仮説

　　BoyleからPalmerまで
5. Youngの色彩理論1　自説の展開
6. Youngの色彩理論2　新規性と独創性
7. HelmholtzとGrassmann
8. Maxwellの色彩論1　色

いろがみ
紙と回転色円盤

18. ICO（1964）国際会議東京・京都インタビュー再録
　　－ICO-24（2017）東京開催に寄せて－
19. 3原色理論と4原色理論を結ぶもの　
　　Schrödingerの数学的洞察
20. 埋もれていた反対色理論定量化の試み
　　キャンセレーション法の発見
21. 正三角形色度図から直角三角形色度図へ
22. RGB表色系とXYZ表色系
23. 均等な表色系への道
24. 機械式シャッターと撮像素子シャッター

9. Maxwellの色彩論2　白色スペクトルとカラーボックス
10. Maxwellの色彩論3　2色性色覚異常の色彩論
11. HelmholtzからKönigへ1　
　　混色装置の概要と1色性色覚異常の測定
12. HelmholtzからKönigへ2　色感覚曲線の測定
13. HelmholtzからKönigへ3　基本色感覚曲線の推定
14. Schrödingerの色彩論1
15. Schrödingerの色彩論2　アフィン変換と混同色
16. 3原色説と反対色説
17. Hering の反対色理論

第11・光の鉛筆（2015年12月－2018年1月連載）580ページ　本体5,500円＋税

1. 等倍共心光学系
2. 共心型と色収差補正型反射屈折カメラ
3. 小林義生とK型カメラ 1
4. 小林義生とK型カメラ 2
5. R. W. Woodの詩集
6. R. W. Woodと4代Lord Rayleighの角笛
7. 4代レーリー卿（Robert）と小文字のrayleigh
8. 3代Lord Rayleighともうひとつの角笛
9. 19世紀半ばのルーペ

10. 読書用ルーペ 1 倍率と解像力
11. 読書用ルーペ 2 明視距離
12. 読書用ルーペ 3 両眼視ルーペ
13. Brewsterと万華鏡

25. X線と紫外線の間 2　
　　全反射の発見と分光学への応用
26. Rayleighと群速度
27. 吸収域中の光の伝搬
28. 光波動論の展開 1 ヤングの干渉
29. 光波動論の展開 2 YoungからFresnelへ
30. 光波動論の展開 3 Fresnelの回折懸賞論文
31. 光波動論の展開 4 ナポレオン時代のあだ花
32. 光波動論の展開 5 Fresnelと偏光
33. 光波動論の展開 6 旋光性
34. 光波動論の展開 7 Fresnelの横波理論
35. 光波動論の展開 8 反射・屈折のsin則とtan則
36. 講義「応用光学」始末記

14. Brewsterと特許権
15. 定在波の観測 1 
　　音波の定在波：N. SavartとA. Seebeck
16. 定在波の観測 2 電磁波の定在波：H. Hertz
17. 定在波の観測 3 光の定在波1
18. 定在波の観測 4 光の定在波2
19. リップマン写真
20. デニシュークのホログラム
21. バビネの定理 1 Babinetによるバビネの定理と例題
22. バビネの定理 2 音波
23. バビネの定理 3 電磁波
24. X線と紫外線の間 1　
　　屈折率＜1の波長域とブラッグ反射則の補正

第8・光の鉛筆（2005年8月－2008年7月連載）664ページ　本体5,500円＋税



　本書は、ニコンの副社長であった著者がその技術的基盤に立って、文学書を含めた内外の膨大な文

献を読破して書き上げた技術エッセイです。光の歴史は古くて深いのですが、その歴史的、学問的見

地から書き上げた名著であり、大学や企業での勉強会に使用されるファンも多く、また辞典としても

利用することができる光学書です。

　38年間にわたってOplusE誌上に書き続け、単行本として全11巻に及んでいます。その全目次

を挙げていますので、内容の豊富さを実感してください。光に携わる方なら、必読の書であり、座右

の書としてご活用ください。

1. シャッター
2. 光学像の明るさ
3. 絞り
4. 光の反射
5. フレネルの回折
6. 立体感と立体鏡
7. 屈折の法則
8. フレアとゴースト
9. 色

10. 光学における相反定理
11. 魔鏡
12. 光学ガラス
13. 回折格子
14. レンズの結像性能 1
15. レンズの結像性能 2
16. 光のブーメラン
17. 顕微鏡結像と位相差法

35. 黒
36. レンズの伝達関数
37. 散乱光による干渉
38. ベアリングボール
39. スペックル
40. 光学密着
41. 目と偏光
42. 熱放射
43. 積分球
44. 赤外放射と検出器
45. モノクロメーター
46. 視野レンズとリレーコンデンサー
47. シュミットカメラ
48. 入射瞳と射出瞳
49. バビネの原理
50. 文献

18. 干渉法と干渉顕微鏡
19. 天体干渉計
20. めがね
21. モアレ
22. フィルター
23. 屈折率の物理
24. コロナ
25. 偏光顕微鏡とレクティファイア
26. 分散と全反射
27. 空の明るさと星の明るさ
28. 光速度の測定―天文学の時代―
29. 光速度の測定（続）―光の点滅，偏向，変調―
30. 虹
31. エバネッセント波
32. サイドルッキングレーダー
33. 自然の干渉色
34. エリプソメトリー

光の鉛筆（1980年4月－1984年5月連載）484ページ　本体4,800円＋税

1. 群速度と無色縞
2. 視感度曲線
3. カメラのぶれ
4. 月の光と混色
5. 焦点距離
6. フーコーテストとシュリーレン法
7. 器械近視
8. 魚眼カメラと魚眼レンズ
9. 人間の目と魚の目

10. ルーペ
11. レーリー散乱
12. ヤングのエリオメーター

25. 光学薄膜の発展
26. 光ファイバー
27. レンズのカビ
28. サーメット光学薄膜
29. 異方性媒質中の光の伝播
30. 結晶中の光の伝播
31. 偏光の干渉
32. 形態異方性
33. 旋光性 1
34. 旋光性 2
35. 境界条件
36. 文献　その他

13. フーリエイメージ
14. 回折像の裾
15. 点像・円像・線像・スリット像
16. スペクトル線の湾曲
17. Edser・Butler縞とTalbot帯
18. ゾーンプレート
19. 回折の厳密解
20. テレセントリック光学系
21. ランダムチャート
22. リップマン写真とホログラム
23. 回折端が示す奇妙な性質
24. 光路長・光路差・干渉縞の局在

続・光の鉛筆（1985年4月－1988年3月連載）450ページ　本体4,800円＋税

1. 天文大気差と蜃気楼
2. 光

こう
弾
だんせい

性
3. 超音波による光の回折
4. カメラの目と写真を見る目
5. めがねレンズと非点収差
6. 乱視とめがね
7. マイカの平行平面板によるハイディンガー干渉環
8. ブロッケンの妖怪
9. プリズムの最小偏角

10. 光学器械の偏光特性とデポラライザー
11. ウェーバー・フェヒナーの法則
12. 双眼鏡の倍率と視力向上
13. ガウスビームの伝播

26. 高開口数レンズによる点光源の無収差回折像
27. 画像記録とフォトンノイズ 1
28. 画像記録とフォトンノイズ 2
29. 多重散乱：濡れた砂と洗い髪の光学
30. n

ナ ル
ullレンズ

31. 固体撮像素子と光学結像
32. 3次元物体の結像
33. 部分コヒーレント照明下の結像と
　　干渉縞形成理論 1
34. 部分コヒーレント照明下の結像と
　　干渉縞形成理論 2
35. 写真像の相似性
36. Lyotのポラリメーター

14. フェルマの原理
15. アフォーカル系
16. 光学系のMTFと視覚の伝達特性
17. 電気光学効果 1　電気カー効果
18. 電気光学効果 2　ポッケルス効果
19. van Kampenの回折理論とKellerの
　　幾何光学的回折理論
20. クラマース・クローニッヒの関係
21. 匍

ほ ふ く
匐波（creeping wave）

22. ファラデー効果
23. グリッド偏光器
24. バイフォーカルめがねレンズ
25. 累進焦点めがねレンズ

第3・光の鉛筆（1990年4月－1993年3月連載）472ページ　本体4,800円＋税

1. 空の色と偏光
2. 海の明るさと色
3. ハルトマンテストと小口径レンズによる回折像
4. フックとホイヘンス―視野レンズをめぐって―
5. フィゾーの等厚干渉
6. 大気の揺動
7. 大気の揺動による光学性能の劣化
8. 偏光面と振動面
9. 進相軸と遅相軸

10. ゼーマン効果とヘテロダイン干渉法
11. リヨのフィルター
12. ショット社の第1号カタログ

25. レンズの熱破壊
26. ローランドと凹面回折格子
27. 凹面格子による分光写真器と光電分光器
28. ホログラフィック回折格子
29. 不等間隔機械切り回折格子
30. 液浸法による屈折率の測定
31. クラウジウスの定理とストローベルの定理
32. 正弦条件
33. ケーラー照明
34. レンズを経由する照明
35. 投光器
36. 生体標本の光照射量と顕微鏡の分解能

13. アッベ数と平均分散
14. 基準波長（reference wavelength）
15. アッベの原理
16. アダプティブ・オプティクス
17. 皮膚の表面温度
18. マイケルソン干渉計
19. ファブリ・ペロ干渉計
20. エタロン
21. ゼルニケと位相差顕微鏡
22. ステッパー光学系の性能
23. レーリーと位相回折格子
24. レンズと環境温度

第4・光の鉛筆（1993年7月－1996年8月連載）510ページ　本体4,800円＋税

1. 電磁波の伝播速度
2. 干渉計（interferometer）の誕生
3. 画像の信号対雑音比
4. レンズのフレーア
5. レンズのゴースト
6. 遮光
7. 光学設計事始め 1  ― ドイツ人技術者が残したもの ―
8. 光学設計事始め 2 

　　― ハインリッヒ・アハトの光学設計教本 ―
9. 平行バネ

10. 回折光学素子
11. ウォラストンプリズムとノマルスキーの偏光微分干渉顕微鏡
12. レーザー共焦点走査顕微鏡 1 ― M. ミンスキーの発明 ―

25. 目視光学器械の物空間深度
26. 立体視と双眼鏡および実体顕微鏡
27. 調節と輻輳
28. X線干渉計
29. 光を通さないピンホール 
　　― シャッター幕と光近接場顕微鏡 ―
30. 全反射顕微鏡
31. ファブリ・ペロー干渉計の内部と外部
32. 蜘蛛の糸
33. 屋根形プリズムによる回折像
34. フレネル反射の位相とび
35. 記号・符号・座標系の約束 ― 偏光解析と光学薄膜 ―
36. 太陽炉

13. レーザー共焦点走査顕微鏡 2 ― 結像理論 ―
14. Fourier・Michelson・Rayleigh・Duffieux・Luneburg
15. フーリエ分光法 1 ― 原理と特徴 ―
16. フーリエ分光法 2 ― L. Mertzが設計した干渉計群―
17. 国産位相差顕微鏡の誕生 1
18. 国産位相差顕微鏡の誕生 2
19. 磁気カー効果
20. マクスウェルの魚眼
21. リュネブルクレンズ
22. 視力検査視標と望遠鏡検査標板
23. 写真レンズの解像力測定図票と
　　ステッパーの解像力テストレチクル
24. 平面屈折による倍率と非点収差

第5・光の鉛筆（1996年8月－1999年7月連載）552ページ　本体5,500円＋税

1. めがねレンズと素材
2. 反射防止膜つきプリズム分光器

　 ―藤野さんのこと―
3. 潜望鏡の反射防止コーティング

　　―海軍工廠・森田信義氏の回想記―
4. 点回折干渉計
5. 非結像集光光学系
6. 国防と光学1 

　　― 第1次大戦前後のヨーロッパとアメリカ ―
7. 国防と光学2 ― 第1次大戦前後の日本1 ―
8. 国防と光学3 ― 第1次大戦前後の日本2 ―
9. 星を肉眼で昼間観察できるか

10. 大気によるコントラスト低下と視程
11. 月の錯視

26. 石英ガラス1
27. 石英ガラス2 ― 光ファイバー ―
28. 回折格子の効率 ― 境界条件・相反定理・等価則 ―
29. R. A. Millikanと光電効果
30. マイクロ波，超音波およびレーザーを用いる
　　ドップラー速度計1
31. マイクロ波，超音波およびレーザーを用いる
　　ドップラー速度計2
32. エシュロン・エシュレット・エシェル
33. 光波測距儀
34. パルスレーザー測距法1 ― 月測距 ―
35. パルスレーザー測距法2 
　　― 軍用距離計と衛星および地上測量 ―
36. 真性複屈折

12. 不可視光線と比視感度曲線
13. 器械偏光1 ― スリット ―
14. 器械偏光2 ― 光源 ―
15. 器械偏光3 ― 熱放射の偏光特性 ―
16. 器械偏光4 ― 光検出器１ ―
17. 器械偏光5 ― 光検出器２ ―
18. 器械偏光6 ― 光弾性と不均質 ―
19. 器械偏光7 ― 非偏光光学系の結像 ―
20. 器械偏光8 ― 偏光光学系の結像と消光比 ―
21. 器械偏光9 ― 偏光顕微鏡による回折像 ―
22. 器械偏光10 ― 光学結晶の光弾性と均質性 ―
23. 器械偏光11 ― 反射 ―
24. 器械偏光12 ― プリズムと回折格子 ―
25. 器械偏光13 ― 干渉フィルター ―
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1. ベーカー・ナン・シュミットカメラ
2. 屈折率と密度1 ― 1成分系 ―
3. 屈折率と密度1 ― 多成分系 ―
4. 太陽の観測と減光
5. W. Herschelと「赤外線による角膜障害」
6. ハーシェルの条件
7. レンズメーターとハーシェルの条件
8. M. Faradayの光学ガラス溶解実験
9. X線CTの画像再構成

10. 微分顕微鏡
11. ヒルベルト変換顕微鏡
12. フーコーテストとシュリーレン法の創始者達
13. シュリーレン法の結像
14. 1825年の光学器械

27. Y. Väisäläの光学研究 
　　― 収差測定・長距離干渉・シュミットカメラ ―
28. 目の収差を測った人たち
29. 目の色収差
30. 進出色と後退色 
　　― 寺田寅彦の小論文に触発されて ―
31. 目の球面収差
32. 目の収差の他覚的測定
33. 眼球光学系の点像とMTF 
　　― ダブルパス法と相反定理 ―
34. マイクロ写真の先駆者達
　　― Dancer・Brewster・Dagron ―
35. 伝書鳩郵便
36. マイクロドットと超マイクロ写真

15. 近軸理論の誕生
16. 共線変換による結像の表現
17. Listingの模型眼と省略眼
18. 暗視野観察法 1 ― 斜入射暗視野法 ―
19. 暗視野観察法 2
　　― 限外顕微鏡（Ultramikroskop） ―
20. 暗視野観察法 3 ― 蛍光顕微鏡 ―
21. 暗視野観察法 4 ― エバネセント波顕微鏡 ―
22. レンズの手拭き
23. ナノ顕微鏡結像論の試み 1
24. ナノ顕微鏡結像論の試み 2
25. ナノ顕微鏡結像論の試み 3 
　　― 干渉顕微鏡，位相差顕微鏡・偏光顕微鏡 ―
26. Y. Väisäläの天文三角測量
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